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2023 年 8 月 4 日 

〈ニュースリリース〉 

サントリーホールディングス株式会社

サントリー食品インターナショナル株式会社

北陸の新配送拠点 

「石川金沢配送センター」稼働開始 

― 輸配送網や倉庫の運用を効率化 ― 

― 自動倉庫システム※１を導入 ― 

― ドライバーの労働時間を年間約４,４００時間削減 ― 

この高解像度画像は https://www.suntory.co.jp/news/index.html に掲載しています。 

サントリーホールディングス（株）は、北陸における物流効率化を目的に、

サントリーグループの新しい配送拠点「石川金沢配送センター」を８月から稼働

します。

人手不足やさらなる物量の増加など、物流を取り巻く環境の変化への対応は近年

ますます重要となっています。当グループはこれまでも持続可能な物流の実現を

目指し、労働負荷低減、環境負荷低減などに取り組んできました。 
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同センターの稼働に伴い、９か所あった北陸の倉庫が１か所に統合され、倉庫間

で貨物を移動させる必要がなくなります。また同センターには自動倉庫システム※１

が導入されており、庫内作業に必要な人員数が大幅に減少するとともに、荷受け※２の

対応にシフトできるようになり荷受け可能時間が拡大することで、ドライバーの

待機時間を減らすこともできます。 

輸配送網や倉庫の運用を効率化することで、従来と比較して、年間あたりドライ

バーの労働時間を約４,４００時間、トラックの輸送距離を延べ約１６万５,０００キロ

メートル、ＣＯ２排出量を約１５０トン削減できる見込みです。 

 

今回、センターの運営を担う若松梱包運輸倉庫（株）と共に輸配送網の再構築や

施設の設計を行い、２社が連携する取り組みとして国土交通省が定める物流総合

効率化法※３の認定を取得しました。 

今後もパートナー企業と連携を深め、物流企業やドライバーにとってより働き

やすい環境をつくるとともに、自然環境に配慮した物流を推進します。 

 

※１ 村田機械（株）製。 

倉庫内での貨物の運搬、保管場所への収納、取り出しや、在庫状況の可視化などを自動化。 

※２ 到着したトラックから貨物を積み下ろし、倉庫内に入れる工程 

※３ 流通業務の総合化及び効率化の取り組みを、国土交通省が認定し支援する法律 

 

●配送センター概要 

名称 石川金沢配送センター 

所在地 石川県白山市鹿島町１－９－３ 

延床面積 約１万６千 m2 

竣工・稼働 ２０２３年８月 

取り扱い商品 酒類、清涼飲料各種 

出荷対象エリア 北陸３県（石川県・富山県・福井県） 

業務委託先 若松梱包運輸倉庫（株） 
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▼サントリーグループの物流における主な取り組み 

・共同輸送やモーダルシフトによる効率化 

大王製紙グループとの関東圏－関西圏の共同での長距離輸送 

（２０２２年８月～ ニュースリリース No.14213 参照） 

ユニ・チャーム（株）との静岡－福岡間の鉄道コンテナの共同利用 

（２０２１年１月～ ニュースリリース No.13855 参照）  

 

・自動化など先端技術の導入による効率化 

製品の物流管理システムを刷新 

（２０２３年６月～ ニュースリリース No.14404 参照） 

沖縄豊見城
と み ぐ す く

配送センター稼働 

（２０２２年４月～ ニュースリリース No.14128 参照） 

浦和美園配送センター稼働 

（２０２１年１１月～ ニュースリリース No.14028 参照） 

海老名・奥大山の配送センターで自動化設備の運用を開始 

（２０２０年４月～ ニュースリリース No.13700 参照） 
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